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道草

愛
知
県
で
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
爆
発

的
に
流
行
。
我
が
家

で
は
98
歳
の
車
イ
ス
ば
あ

ち
ゃ
ん
含
め
て
、
家
族
中
が

昨
年
の
内
に
予
防
接
種
済
み

で
し
た
。
▼
１
月
２
日
朝
、

娘
か
ら
「
39
度
こ
え
て
発

熱
、
動
け
な
い
(>_<)
」
と
ラ
イ

ン
あ
り
。
娘
は
介
護
労
働
者

で
、
３
日
か
ら
は
ど
う
し
て

も
出
勤
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
休
日
急
病
診
療
所
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
判
定
さ

れ
、さ
す
が
に
出
勤
を
断
念
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
娘
を
２
階
に
完
全

隔
離
。
普
段
は
、
休
み
が
割

り
振
ら
れ
た
日
も
、
会
議
や

研
修
、
現
場
対
応
な
ど
で
ほ

と
ん
ど
休
み
な
し
の
勤
務
。

新
年
早
々
、
就
職
し
て
か
ら

初
め
て
５
日
の
連
続
休
暇

と
な
り
ま
し
た
▼
知
事
選
挙

の
論
戦
で
、
愛
知
の
県
立
高

校
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
か
か

る
お
金
だ
け
で
な
く
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ま
で
保
護

者
負
担
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。ま
た
新
聞
報
道
で
、

日
本
が
米
国
か
ら
大
量
購
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
Ｆ
35
Ａ

戦
闘
機
（
１
機
１
１
６
億

円)

３
機
分
で
、
90
人
定
員

の
保
育
園
２
２
１
か
所
の
建

設
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
▼
国
民
春
闘
本

番
で
す
。
税
金
の
取
り
方
と

使
い
方
が
暮
ら
し
に
直
結
し

ま
す
。
仕
事
と
暮
ら
し
の
傍

ら
に
政
治
あ
り
。
住
民
の
暮

ら
し
を
最
優
先
に
す
る
政
治

に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
ま
し
ょ
う
。（
Ｋ
・
Ｅ
）

19
春
闘 

ス
タ
ー
ト

８時間働けば暮らせる賃金を
名駅 ･ 刈谷駅で宣伝

大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら

し
と
地
域
を
元
気
に

　
19
春
闘
が
始
ま
り
ま
し

た
。
格
差
と
貧
困
の
拡
大
を

是
正
し
、
労
働
者
・
国
民
の

く
ら
し
を
よ
く
す
る
春
闘
に

し
よ
う
と
、
愛
労
連
と
愛
知

春
闘
共
闘
は
新
春
の
大
企
業

向
け
の
宣
伝
行
動
を
行
い
、

８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
大
幅
賃
上
げ

な
ど
、
要
求
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
当
局
は

「
３
％
に
し
た
い
気
持
ち
は

を
求
め
ま
し
た
。

　
職
場
の
代
表
か
ら
「
特
殊

勤
務
手
当
の
削
減
も
現
業
50

歳
以
上
で
給
与
１
％
カ
ッ
ト

も
、
地
域
手
当
を
守
る
と
約

束
し
た
」「
財
政
危
機
の
原

因
は
職
員
に
あ
る
の
か
。
な

ぜ
給
与
な
の
か
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
豊
橋
市
職
労
は
１
月
８

日
、
地
域
手
当
引
き
下
げ
提

案
に
つ
い
て
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
交
渉
に
は
組
合

員
１
６
０
人
が
参
加
し
、
県

本
部
の
ほ
か
蒲
郡
市
職
、
豊

川
市
職
労
、
豊
川
市
病
職
労

の
代
表
も
加
わ
り
ま
し
た
。

地
域
手
当
引
き
下
げ
や
め
よ

豊橋市職労が交渉

160 人が追及

勝
利
に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
８

日
は
名
古
屋
駅
ミ
ッ
ド
ラ
ン

ド
前
で
チ
ラ
シ
を
配
布
。

　
各
弁
士
か
ら
「
大
企
業
の

ぼ
う
大
な
儲
け
を
労
働
者
や

下
請
け
中
小
企
業
に
還
元
さ

せ
、
生
活
や
地
域
を
元
気
に

さ
せ
よ
う
。
最
低
賃
金
は
直

ち
に
１
０
０
０
円
以
上
に
」

「
働
き
方
改
革
は
、
労
働
者

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
長
時
間
労
働
を
規

制
し
よ
う
」
な
ど
要
求
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
行
き
交
う
労

働
者
は
耳
を
傾
け
、
昨
年
よ

り
チ
ラ
シ
の
受
け
取
り
が
い

い
宣
伝
と
な
り
ま
し
た
。

24
日
ト
ヨ
タ
総
行
動

で
大
規
模
宣
伝
行
動

　
引
き
続
き
２
月
11
日
、
大

企
業
宣
伝
行
動
、
２
月
21
日

は
県
下
各
地
域
で
の
大
宣
伝

行
動
等
、
２
月
24
日
は
名
古

屋
駅
前
で
第
40
回
ト
ヨ
タ
総

行
動
と
し
て
大
規
模
な
宣
伝

等
を
行
う
予
定
で
す
。職
場・

地
域
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

おにごっこやてあそびなど、アイ

デアを学び合う参加者。第２部で

は保育をめぐる情勢を学習した

＝１月 12 日、労働会館で

保　　育
若者企画

楽
し
か
っ
た
〝明
日
か
ら
使
え
る
保
育
の
ア
イ
デ
ア〟

保
育
を
め
ぐ
る

情
勢
も
学
習

　
「
あ
そ
ぼ
う
！
学
ぼ
う
！

明
日
か
ら
使
え
る
保
育
の
ア

イ
デ
ア
」
と
題
し
て
１
月
12

日
、
労
働
会
館
で｢

保
育
若

者
企
画｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
単
組
か
ら
40
人
が
参
加

し
、
あ
そ
び
の
実
践
講
座
と

し
て〝
お
に
ご
っ
こ
〟や〝
リ

ズ
ム
・
う
ん
ど
う
あ
そ
び
〟

〝
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
〟な
ど
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー

ム
に
移
動
し
な
が
ら
体
験
し

ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
学
習
会
。
保

育
所
部
会
の
武
藤
貴
子
さ
ん

が
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な

い
！
保
育
現
場
の
実
態
」
と

称
し
て
保
育
を
め
ぐ
る
情
勢

幸田町職労
鳥居彰子さん　

　
今
回
、
幸
田
町
職
労
か
ら

８
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
私

は
、
嘱
託
か
ら
正
規
に
な
っ

て
４
年
目
、
通
算
で
15
年
に

な
り
ま
す
。
初
め
て
の
参
加

で
す
が
、
今
年
、
組
合
の
執

行
委
員
に
な
っ
て
、
他
市
町

の
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
ろ

い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
だ
か
ら
実
行
委
員
も
引

き
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
、
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
。
ぜ
ひ
幸
田
町

で
も
や
っ
て
み
た
い
。

　
昨
年
は
、
保
育
実
態
調
査

に
も
取
り
組
み
、
保
育
所
の

実
態
を
少
し
で
も
良
く
し
た

い
と
、
要
求
書
に
ま
と
め
て

当
局
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

を
学
習
し
ま
し
た
。

　
武
藤
さ
ん
は
、
政
府
が
進

め
る
企
業
主
導
型
保
育
に
つ

い
て
触
れ
、「
国
の
補
助
金

を
も
ら
っ
て
も
開
園
で
き
ず

保
育
士
が
足
り
な
い
実
態
が

多
発
、
ま
た
幼
児
教
育･

保

育
の
無
償
化
問
題
で
民
間
は

国
・
都
道
府
県
が
一
定
の
負

担
を
す
る
が
、
公
立
は
全
額

市
町
村
負
担
と
な
る
な
ど
、

問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

県本部第２回中央委員会
２月９日（土）10:00 ～　県本部
県本部組織集会　　　　　　
２月９日（土）13:00 ～　県本部　

　
地
域
手
当
引
き
下
げ
に
固

執
す
る
当
局
に
、
組
合
員
は

切
実
な
声
を
ぶ
つ
け
、
撤
回

変
わ
ら
な
い
。
給
与
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
全
員
に
影
響

が
及
ぶ
よ
う
調
整
し
た
い｣

と
回
答
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
渉
で
当
局
は
、

地
域
手
当
を
３
％
に
引
き
下

げ
る
姿
勢
は
崩
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
組
合
員
の
切
実
な
声

に
当
局
の
対
応
に
変
化
も
あ

り
ま
す
。

　
組
合
は
３
％
へ
の
削
減
の

撤
回
を
め
ざ
し
て
交
渉
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

「今年こそ大幅賃上げを」と訴える愛労連 ･ 春闘共闘の仲間   　  ＝１月８日

　
１
月
７
日
は
刈
谷
駅
で
チ

ラ
シ
を
枚
配
布
し
宣
伝
。
参

加
者
は
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
混

み
合
う
労
働
者
に
、
19
春
闘

愛　労　連
県春闘共闘



2019 年１月 25 日　第 1194 号 （2）自治体　あいちの仲間 （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可）

命の水を守る全国のつどい。全国から 600 人以上が参加

し、会場からも参加者が溢れた    ＝ 1月 13 日、浜松市内

「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
」を
批
判

　
自
治
労
連
地
方
自
治
問
題

研
究
機
構
の「
自
治
と
分
権
」

74
号
は
、
榊
原
純
夫
・
半
田

市
長
に
、
南
山
大
学
の
榊
原

秀
訓
教
授
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省「
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
第
１
次
・
第

２
次
報
告
）」の
問
題
点
に
つ

い
て
、
広
島
修
道
大
学
・
村

上
博
教
授
が
執
筆
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
前
川
喜
平
・
元
文
科

省
事
務
次
官
、
猿
橋
均
・
自

治
労
連
委
員
長
、山
口
真
美・

自
治
労
連
弁
護
団
の
３
人
に

よ
る｢

新
春
鼎
談
」
は
、
自

治
体
職
員
の
進
む
道
を
考
え

る
う
え
で
必
読
で
す
。

自治と分権
榊原 ･ 半田市長
インタビューも

　
１
月
13
日
、
浜
松
市
内
で

「
１
・
13
命
の
水
を
守
る
全

国
の
つ
ど
い｣

が
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
６
０
０
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。
主
催
は
、

同
実
行
委
員
会
。

　
は
じ
め
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
パ

ネ
ラ
ー
に
は
尾
林
芳
匡
・
弁

護
士
、
内
田
聖
子
・
ア
ジ
ア

太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
共
同

民
営
化
反
対
運
動

全
国
で
も
拡
大
が

　
浜
松
市
は
今
年
４
月
か
ら

下
水
道
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
を
導
入
。
さ
ら
に

２
０
１
１
年
ご
ろ
か
ら
外
資

系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
者

と
関
係
を
深
め
、
水
道
へ
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
を
公

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
水
道
計
画
を

　
愛
知
県
知
事
選
挙
は
、
２

月
３
日
が
投
票
日
で
す
。
こ

の
選
挙
は
、
県
政
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
有
権

者
が
直
接
、
意
思
を
表
明
で

き
る
重
要
な
機
会
で
す
。
選

挙
に
行
く
こ
と
は
、
主
権
者

と
し
て
、
民
主
主
義
の
根
幹

と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で

す
。

　
県
政
が
変
わ
れ
ば
く
ら
し

が
変
わ
り
ま
す
。「
く
れ
ま

つ
佐
一
」
さ
ん
は
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
、
国
保
料
１
万
円
引
き
下

げ
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
、
校
舎
の
改
修
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
、
最
低
時
給
１
０
０
０
円

の
公
契
約
条
例
実
現
、
労
働

者
、
中
小
企
業
支
援
な
ど
で

８
時
間
働
け
ば
誰
も
が
普
通

に
生
活
で
き
る
県
政
に
し
た

い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

要
求
を
実
現
す
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

誰もが普通に暮らせる県政を

医療·教育·福祉拡充こそ県政の仕事

くれまつさん、元気に訴え

栄広場での出発式を終えて街頭での訴えにでる
くれまつ候補。子どもの医療費無料化 18 歳ま
で拡大、教育の充実などを訴えた ＝１月 17 日

☆
今
年
３
月
で
再
任
用
も
終

わ
り
、
次
の
就
職
先
を
さ
が

す
こ
と
に
な
る
。
今
年
知
事

選
か
ら
選
挙
の
年
で
あ
る
。

市
民
の
生
活
に
関
わ
る
経
験

か
ら
生
活
者
が
主
役
に
な
る

憲
法
が
生
か
さ
れ
る
政
治
を

訴
え
た
い
！
（
加
藤
伸
治
・

名
古
屋
市
職
労
）

☆
元
号
が
変
わ
り
ま
す
が
職

場
の
皆
で
予
想
し
て
い
ま
す

（
倉
橋
春
花
・
蒲
郡
市
職
）

おたのしみ
クロスワード

クイズ

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

解
き
、
解
答
及
び
名
前
・

組
合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部
。

　
締
め
切
り
は
２
月
月
28

日
で
す
。

　
ハ
ガ
キ
に
近
況
や
職
場

の
話
題
、「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ

し
い
話
な
ど
、
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】　①石の――にも
三年　③ポプラ――を通る風　
⑤小さな――運動　⑦老いらく
の――　⑧事柄。その――につ
いて相談があります　⑩公立の
対　⑫――たる目的　⑭活動す
る気力。――を養う　⑯力強く
すぐれた弁舌

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
―
―
三
つ

時　
②
つ
て
。
―
―
採
用　
③

春
―
―
秋
冬　
④
首
の
超
長
い

動
物　
⑥
―
―
を
賭
け
た
闘
い　

⑧
決
心
。
―
―
を
固
め
る　
⑨

―
―
多
様
な
生
物　
⑪
婚
姻
関

係
や
養
子
縁
組
を
解
消
す
る　

⑬
―
―
良
可
の
３
段
階
評
価　

⑮
液
体
→
気
体
へ
の
変
化

カギを解き、二重枠に
入る文字を並べてでき
る言葉はなんでしょう

ク
イ
ズ
当
選
者

　
あ
い
ち
の
仲
間
１
１
９
１

号
の
答
え
は
「
ト
シ
コ
シ
ソ

バ
」
で
し
た
。
30
人
の
方
か

ら
応
募
が
あ
り
、
抽
選
の
結

果
、
以
下
の
10
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

服
部
智
亜
紀（
名
古
屋
市
職
労
）

小
嶋　

庸
子(

岩
倉
市
職)

廣
瀬　

直
子(

長
久
手
市
職
労)

伊
藤　

明
穂(

名
古
屋
市
職
労)

日
下
部
玲
子(

半
田
市
職)

太
田　

正
義(

西
尾
市
職)

織
田　

歩
美(

半
田
市
職)

村
田　

昌
彦(

豊
橋
市
職
労)　

村
松　

充
司(

西
尾
市
職)

川
瀬　
　

聡(

名
古
屋
市
職
労
）

命の水 民間に売り渡すな
全国のつどいに 600人

会場まで市内をデモ行進

代
表
、橋
本
淳
司・水
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
発

言
。
尾
林
氏
は「
水
は
人
権
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
な
ど

民
営
化
は
危
険
。
公
営
で
地

域
の
条
件
に
応
じ
た
計
画
が

必
要｣

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
内
田
氏
は「
民
営
化
さ
れ

た
水
道
事
業
で
命
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
実
態
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
再
公
営
化
が
広

が
っ
て
い
る
実
態｣

を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
橋
本
氏
は
「
水
循
環
を
包

括
的
に
捉
え
、
住
民
参
加
に

よ
る
水
道
事
業
の
重
要
性｣

を
訴
え
ま
し
た
。

言
し
て
き
ま
し
た
。
上
水
道

へ
の
時
期
に
つ
い
て
は
明
示

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
導
入
意

図
は
明
白
で
す
。

　
途
上
国
や
欧
州
諸
国
は
民

営
化
に
よ
っ
て
、
料
金
の
値

上
げ
、
水
質
の
悪
化
、
貧
富

の
格
差
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。

命の水を守る

仲
間
の
声

定価　1000 円＋税　　　
連絡先：地方自治問題研究
機構 03-5940-6471

　
革
新
県
政
の
会
か
ら
立
候

補
し
て
い
る「
く
れ
ま
つ
佐

一
」さ
ん
は
、
労
働
組
合
運

動
を
牽
引
し
、
ト
ヨ
タ
総
行

動
な
ど
大
企
業
の
社
会
的
責

任
を
追
及
し
、
反
貧
困
・
派

遣
村
、
反
原
発
・
カ
ジ
ノ
反

対
な
ど
幅
広
い
市
民
と
共
同

を
す
す
め
、
立
場
の
弱
い
人

の
声
を
聞
き
、
一
貫
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

愛知県知事選挙　２月３日投票

　
県
知
事
選
挙
は
私
た
ち
の

切
実
な
要
求
を
実
現
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
県
知

事
選
挙
に
す
べ
て
の
組
合
員

が
家
族
・
知
人
に
声
を
か
け

て
、
期
日
前
投
票
も
活
用
し

て
投
票
に
い
き
ま
し
ょ
う
。　

〝
水
は
人
権
〟 

住
民
参
加
で
民
営
化
阻
止
へ

　
浜
松
市
内
で
は
、
市
民
に

よ
る
民
営
化
反
対
の
声
が
高

ま
り
、
署
名
も
広
が
っ
の
て

い
ま
す
。
全
国
で
も
水
道
の

民
営
化
に
反
対
す
る
運
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。


